
令和４年度上半期 下水道事業 業務状況説明書

１ 事業の概況

（１）排水状況

    当年度上半期の水洗化世帯数は 251,701 世帯、水洗化人口は 504,436 人で、昨年度同期に

比べて、782 人（0.2%）の増加となり、総排水量は 29,184,530 ㎥で、昨年度同期に比べて

981,241 ㎥（3.3%）の減少となりました。 

（２）建設改良事業 

  当年度上半期の管渠建設事業では、下水道管の布設や災害用マンホールトイレの設置工事

を行い、新設管渠 7.63km を施工しているところです。これは、年間実施予定の 69.2％にあ

たります。 

  一方、管渠改良事業では、老朽化した下水道管の布設替えや管更正工事等を行い、年間実

施予定の 100.0％にあたる 2.19km を施工しているところです。 

  また、ポンプ場建設改良事業では、設備、装置の更新工事のほか、川口市下水道ストック

マネジメント計画に基づく設備更新工事、耐震補強実施設計委託及び耐震補強工事を実施し

ているところです。 

下水道を整備し、生活環境の改善を図るため、今後も計画的に事業を推進していきます。 

２ 経理の状況（消費税及び地方消費税込み）

（１）収益的収支の状況 

  収益的収入の上半期合計額は 5,199,371,819 円で、予算現額 11,587,866,000 円に対する

収入の割合は 44.9％です。 

主な収入である下水道使用料は、3,213,008,669 円、他会計負担金は 1,983,752,000 円で

す。 

  一方、収益的支出の上半期合計額は 1,617,263,417 円で、予算現額 10,208,667,000 円に

対して 15.8％の執行率となっています。 

（２）資本的収支の状況 

  資本的収入の上半期合計額は 10,138,635 円で、予算現額 5,129,950,000 円に対する収入

の割合は 0.2％です。 

  一方、資本的支出の上半期合計額は2,218,551,574円で、うち建設改良費393,817,967円、

企業債償還金 1,824,733,607 円となり、予算現額 8,586,333,000 円に対して 25.8％の執行

率となっています。 



収益的収入及び支出

１　収入

Ａ　予算現額（円） Ｂ　収入済額（円）
　差引額（円）

Ｂ－Ａ
執行率　Ｂ/Ａ（％）

6,577,396,000 3,213,008,669 △ 3,364,387,331 48.8

1,983,752,000 1,983,752,000 0 100.0

2,788,000 1,254,150 △ 1,533,850 45.0

133,034,000 0 △ 133,034,000 0.0

64,756,000 0 △ 64,756,000 0.0

長期前受金戻入 2,825,098,000 0 △ 2,825,098,000 0.0

1,041,000 959,766 △ 81,234 92.2

1,000 397,234 396,234 39,723.4

11,587,866,000 5,199,371,819 △ 6,388,494,181 44.9

（消費税及び地方消費税込みで表示）

２　支出

Ａ　予算現額（円） Ｂ　支出済額（円）
　差引額（円）

Ａ－Ｂ
執行率　Ｂ/Ａ（％）

620,131,900 221,951,802 398,180,098 35.8

802,070,000 265,308,683 536,761,317 33.1

132,601,000 22,708,152 109,892,848 17.1

351,879,100 170,573,896 181,305,204 48.5

211,752,000 46,906,543 164,845,457 22.2

2,432,594,000 545,292,194 1,887,301,806 22.4

4,861,780,000 0 4,861,780,000 0.0

13,797,000 0 13,797,000 0.0

684,724,000 339,125,926 345,598,074 49.5

62,217,000 0 62,217,000 0.0

雑支出 152,000 0 152,000 0.0

179,000 0 179,000 0.0

4,790,000 5,396,221 △ 606,221 112.7

30,000,000 0 30,000,000 0.0

10,208,667,000 1,617,263,417 8,591,403,583 15.8

（消費税及び地方消費税込みで表示）

ポンプ場費

科　目

下水道使用料

他会計負担金

その他営業収益

他会計補助金

国庫補助金

雑収益

過年度損益修正益

計

科　目

管渠費

計

普及促進費

業務費

総係費

流域下水道維持管理費負担金

減価償却費

資産減耗費

支払利息

消費税及び地方消費税

固定資産売却損

過年度損益修正損

予備費



資本的収入及び支出一覧

１　収入

Ａ　予算現額（円） Ｂ　収入済額（円）
　差引額（円）

Ｂ－Ａ
執行率　Ｂ/Ａ（％）

3,484,700,000 0 △ 3,484,700,000 0.0

他会計出資金 781,700,000 0 △ 781,700,000 0.0

148,678,000 0 △ 148,678,000 0.0

669,389,000 0 △ 669,389,000 0.0

9,000 10,138,635 10,129,635 112651.5

45,474,000 0 △ 45,474,000 0.0

5,129,950,000 10,138,635 △ 5,119,811,365 0.2

（消費税及び地方消費税込みで表示）

２　支出

Ａ　予算現額（円） Ｂ　支出済額（円）
　差引額（円）

Ａ－Ｂ
執行率　Ｂ/Ａ（％）

4,923,467,000 393,817,967 4,529,649,033 8.0

3,662,866,000 1,824,733,607 1,838,132,393 49.8

8,586,333,000 2,218,551,574 6,367,781,426 25.8

（消費税及び地方消費税込みで表示）

排水の状況

Ａ　令和４年度
　  上　 半 　期

Ｂ　令和３年度
　  上　 半 　期

Ｃ　差　引
（Ａ－Ｂ）

増減率　Ｃ/Ｂ（％）

水洗化人口 （人） 504,436 503,654 782 0.2

水洗化世帯数 （世帯） 251,701 249,637 2,064 0.8

総排水量 （㎥） 29,184,530 30,165,771 △ 981,241 △ 3.3

１日平均排水量 （㎥） 159,478 164,840 △ 5,362 △ 3.3

区　分

科　目

企業債

他会計補助金

国庫補助金

固定資産売却代金

受託工事収入

計

科　目

建設改良費

企業債償還金

計



地方債現在高
令和4年9月30日現在

　１　地方債

借 入 先 下 水 道 会 計
千円

財 政 融 資 資 金 38,293,532

簡 易 生 命 保 険 資 金 1,848,693

地方公共団体金融機構 11,215,051

市 中 銀 行 671,447

合 計 52,028,723

※市中銀行…埼玉りそな銀行、きらぼし銀行、川口信用金庫、青木信用金庫



令和３年度 下水道事業決算状況

１ 事業の概況

（１）排水状況

  当年度における水洗化人口は 503,594 人で、前年度に比べ 280 人（0.06％）減、水洗化世

帯数は 250,137 世帯で、前年度に比べ 1,227 世帯（0.49％）の増となりました。 

また、年間総排水量は 58,823,070 ㎥で、前年度に比べて 3,180,542 ㎥（5.13％）の減と

なり、有収水量は 52,536,406 ㎥、有収率は 89.31％となりました。 

（２）建設改良事業 

  管渠建設事業では、3,425,571,334 円を投じ、下水道未普及地域に下水道管を新たに 8,012

ｍ布設しました。また、災害時に指定避難所となる小学校等を対象に、災害用マンホールト

イレを設置する工事を 8箇所実施しました。さらに、令和元年度から令和３年度の３カ年継

続事業である東川口駅周辺浸水対策事業を始めとする浸水対策工事を実施しました。 

管渠改良事業では、710,581,027 円を投じ、老朽化した下水道管の更新工事等を実施し、

下水道管 2,794ｍを布設替しました。 

ポンプ場建設改良事業では、404,266,500 円を投じ、中央橋中継ポンプ場ほか５カ所監視

装置更新工事のほか、元郷排水ポンプ場補助継電器盤更新工事等を実施しました。 

２ 経理の状況 

（１）収益的収支の状況（消費税及び地方消費税抜き）

収益的収入における総収益は 10,920,770,603 円で、内訳は、下水道使用料 5,898,036,458

円、他会計負担金 1,990,389,020 円、長期前受金戻入 2,840,264,874 円等となっています。 

収益的支出に係る費用総額は 9,425,595,217 円で、内訳は営業費用 8,657,693,695 円、支

払利息 723,976,728 円、特別損失 6,035,865 円等となっています。 

以上の収支により、当年度純利益は 1,495,174,952 円となりました。 

（２）資本的収支の状況（消費税及び地方消費税込み） 

  資本的支出の総額は 8,672,134,724 円で、内訳は、建設改良費 5,022,734,109 円、企業債

償還金 3,649,400,615 円です。 

資本的収入の総額は 5,520,763,897 円で、内訳は、企業債 3,487,000,000 円、他会計出資

金 865,295,000 円、国庫補助金 1,020,088,000 円等となっています。 

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 3,151,370,827 円は、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額 339,560,241 円、減債積立金 1,050,000,000 円、過年度分損

益勘定留保資金 46,365,374 円、当年度分損益勘定留保資金 1,715,445,212 円で補てんしま

した。 


